
インフラメンテナンス総合委員会 
インフラマネジメント検討部会 
第 0 回意⾒交換 備忘録（⽂責：佐々⽊葉） 
 
⽇時：2026 年 9 ⽉ 30 ⽇（⽔）15:00-16:00 
出席者：佐々⽊葉・岩城⼀郎・岩波光保・⾼橋薫・中島敬介・久⽥真・平野勝也・松⽥曜⼦・宮城⼤助・

⽻野暁・祢津知広 
 
本検討部会のやるべきことについて 
• インフラメンテナンス総合委員会をインフラマネジメント総合委員会に名称変更、コンセプト変更し

てくことの必要性は概ね共通認識となっている。また⼩澤会⻑任期中に実施していきたい。 
• その際には、なぜ変更が必要か、変更の⾻⼦はなにか、を明確にする必要があり、その原案を本部会

から提⽰することが必要。（親委員会への提案の形は今後要検討だが、本部会と親委員会副委員⻑・幹
事⻑の連名が望ましいのではないか） 

• ⼟⽊学会において、インフラマネジメントを総合的に考えていく際の視野には、概ね以下の領域があ
る、として提⽰できるのではないか？ 
この 5 つの項⽬をすでに議論されてきた・されている学会内外の論と接続させながら考えていく？ 

 

• 具体的には、部会メンバーおよび関連する分野（学会内外）の⽅に、それぞれの論や実績をぎゅっ
と濃縮してお話いただく。エッセンスを発信（ラジオ？） 

 
今後の予定 
• 10 ⽉ 7 ⽇（⽔）9:00-11:00 インフラメンテナンス総合委員会（親委員会）で上記を説明 
• 10 ⽉ 9 ⽇（⾦）11:00-12:00 インフラマネジメント検討部会第 1 回で、親委員会報告＆上記議論 
• （10 ⽉ 21 ⽇（⽔）15:00-16:00 親委員会コアメンバーMTG） 
• 話題提供者リスト化＋部会⽇程調整を早々に 
• 早めに部会のゴールとロードマップを⽰す 
 

適切な国土のためのインフ
ラ自体のマネジメント

マネジメントがうまく実施
されるための実務・制度

メンテナンスの担い手とし
ての市民ー専門家の関わり

メンテナンスがうまく実施
されるためのマネジメント

こうした取り組みは
どのような未来・社会をめざして行われるのか

インフラマネジメント論


